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６年生卒業おめでとう集会 
３月３日（金）、５年生の企画・運営による卒業おめでとう集会が行われました。

３学期当初、私からは「話を聞くことが多い始業式とは違って、卒業おめでとう集会

は歌を歌ったり大声を出して言葉を話したりするので、これまでどおり体育館に全校

児童を集めず、各学年が順番に出し物を見せに来る形式の集会にしよう。その代わり、

マスクを外して演技したらどうか」と提案しました。しかし、５年生の「マスクを着

けたままでもよいので、全員が集まって集会をしたい」という強い希望で、今回の全

校児童が集まっての集会となりました。 

６年生の入場、はじめの言葉に引き続 

き、各学年の出し物が始まりました。ト 

ップバッターは４年生でした。４年生は 

『ツバメ』のダンスと組体操をしました。 

組体操は簡単に見えて難しい運動です。 

きっと体育の時間に練習したのでしょう。 

息がぴったりで、上から見ていた６年生 

にはより美しく見えただろうなと思いま 

した。１年生は『こいぬのマーチ』の合 

奏をしました。いつの間に練習したのでしょうか、木琴や鉄琴、打楽器等、様々な楽

器を使って上手に演奏しました。今年の入学式の様子が頭に浮かびましたが、もうす

っかり小学生ですね。２年生になる準備ができています。２年生は『やってみよう』

のダンスをしました。躍動感があるダンスで、順番にお尻を振るところがおもしろか

ったです。６年生が低学年の時に踊ったことがあるそうで、２年生に合わせて６年生

も踊っていました。３年生は今年から学習したリコーダーを主にした『エーデルワイ

ス』の合奏をしました。大勢で演奏しているのですが、まるで一人で演奏しているか

のように揃っていました。鉄琴や鍵盤ハーモニカともよく調和していました。そして、

５年生は『大空がむかえる朝』の合唱をしました。５年生の学年揃っての歌声は４月

の入学おめでとう集会以来でした。予想以上？というと失礼なのですが、きれいな歌

声でした。出し物以上に、これまで集会や６年生ありがとう週間に向けて、準備をし

たり各学年に説明に行ったりしている姿を見ていたので、本当に「お疲れ様でした。

この後も６年生が気持ちよく卒業式を迎えられるようにいろいろ考えてほしい」とい

う気持ちです。最後に、６年生が『旅立ちの日に』の合唱をしました。５年生に負け

ないきれいな歌声でした。この曲を聴くと、卒業式のことが思い出されます。卒業式

では、別の曲を歌うそうですが、当日は渾身の歌声を聴かせてくれることと思います。

その後、終わりの言葉があり、５年生の代表から６年生の代表へプレゼント（メッセ

ージカード）が手渡されました。 

本当によい集会でした。在校生の卒業を祝う気持ちが６年生にしっかりと届いたこ



とでしょう。また、６年生も卒業に向けて一段階気持ちが高まったことでしょう。５

年生の希望を聞き、全校児童が集まっての集会にしてよかったなと思います。コロナ

前を思い出しました。これぞ学校！と再認識した一日でした。 

マスクの着脱について、いかが思われますか 
卒業式まで１０日、修了式まで１７日。現在、コロナの陽性者はほとんどいません

が、今週になりインフルエンザが増えています。これは、あくまで今日の状況で、明

日はどうなっているか、１０日後にどうなっているかなんて全く分かりません。 

 保護者の皆様、地域の皆様もご存じでしょうが、卒業式 

におけるマスクの取扱については文部科学大臣が「児童や 

教職員については、式典全体を通じてマスクを外すことを 

基本とする。（国歌や校歌、呼びかけは、マスク着用等、 

一定の感染症対策を講じて実施する）」「来賓や保護者等は 

マスク着用、座席間に触れ合わない程度の距離を確保した 

上で、参加人数の制限は不要」等と会見しています。また、 

南砺市教委からも、文部科学省に準じた対応を基本とする。ただし、「式中のマスク

の着脱については、感染予防対策を講じた上で、学校、地域の状況に応じた対応とし

てもよい」「国歌・校歌・呼びかけ（歌を含む）等の際は、マスクを着用とすること

が推奨されているが、各学校・地域の状況に応じて、マスクを着用しないことも可能

とする」と言われています。それを受け、本校では、校長だより第１９号（１月１１

日付け）でもお示ししましたが、以下のように卒業式を行う予定にしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ご承知のとおり、５月８日から新型コロナウイルス感染症が２類から５類感

染症に位置付けられます。そうなると「家族に陽性者がいても本人が元気であれば登

校してもよい」「登校しなかった場合に出席停止扱いだったが、今後は欠席扱いにな

る」等、対応が変わってくると考えられます。それはいつからか？また、校内のこと

で言えば、「マスク着用は全て個人の判断としたときに混乱は起こらないのか」「前向

き給食をどうするか」「毎朝の検温表は続けるのか」等、考えなければいけないこと

は山のようにあります。個人的には考えがありますが、教育委員会や市内の学校と共

通理解をしていませんし、教職員と話し合ったわけでもありませんので、４月当初に

基本線をお示ししたいと考えています。      （校長  曲 師 政 隆） 

○式場への参加児童は３年生以上とします。２年生以下は、教室にてオンライン

で参観します。本当なら、全校児童を入れて行いたいところですが、保護者・

来賓・教職員を入れると９００名近い数になります。椅子を並べてみたところ、

かなり密集することが分かったのであきらめました。短時間で終わる入学式は

全校児童を体育館に入れるかもしれません。 

○６年生は入退場や卒業証書をもらう時はマスクを外します。別れの言葉は、ひ

な壇で行い、マスクを外して歌も歌うように考えていますが、卒業生本人や各

家庭の考えもあると思いますので、個人の判断に委ねます。 

○保護者の参観者数は制限を設けませんが、体育館フロアで 

の参観は各家庭１名、他の方はギャラリーでお願いします。 

○保護者・来賓は、常時マスク着用をお願いします。在校生 

や一般教職員もマスク着用で式に臨みます。 


